
 
 

◆ゲスト紹介 

 鹿屋女子高等学校 三根音空（みね おとあ）さん 

 第一鹿屋中学校  小山 愛（おやま いと）さん 
 

◆会務報告 

1． 第一航空群司令 退官・着任のご挨拶 

2． 8RC 親睦ゴルフ大会開催のご案内 

 日時：令和 8 年 5月 30日(土)9：00集合 

 会場：大隅カントリークラブ 

3． 地区補助金審査会 決定通知 

4． RI日本事務局財団室 NEWS 2026 年 4月号 

5． メールアドレス変更のお知らせ（鹿児島大学

アカデミーRC） 

6． 米山梅吉記念館 春季例祭のご案内ならびに

賛助会ご入会のお願い 

7． グラフかごしま 2026 春 No.561 

8． 週報 ……… かのや東 RC・きもつき RC 

9． 4 月例会変更のお知らせ 

〔かのや東 RC〕30 日(木)特別休会 

 

 

    会長 久木田 弘さん 

皆さま、こんにちは。 

先日の 3 ロータリークラブ合同

例会並びに合同観桜会にご参加

いただきました皆様には、年度末

の大変お忙しい中ご参加いただ

きまして誠にありがとうございました。また、この合同観

桜会の企画・準備・実施を担当された假屋親睦委員長

をはじめ委員会の皆様には心より感謝申し上げます。 

 

そしてお疲れ様でした。 

また、本日は先月 2 月 24 日から 27 日までの間、当

クラブの山下俊也さんの引率の元で平和の大使台湾

派遣に行っていただきました学生の三根さんと小山さ

んにお越し頂いています。後ほどお二人に派遣の報

告をしていただきます。 

お二人にはよろしくお願い致します。 

さて本日の会長の時間ですが、ネタが尽きてしまい

悩んでいた時、前田数郎さんの会長の時を思い出し、

困った時のクイズでもやろうかと、それらしいものを探し

ましたが見当たらなかったので、今自分の境遇と似て

いる話がありましたので、それをお話いたします。 

実はわたくしの母親は千葉県の柏の施設に入って

います。今年の 5 月 23 日で満 100 歳になります。 

しかし母は現在食事を摂らなくなってきており面会して

も応答がありません。そんな母の事を思い、今日は「最

後の贈り物」という、ある一人の男性と母親のお話をさ

せていただきます。 

その方は、地方で会社を経営し、忙しい日々を送っ

ていました。仕事は順調で、周囲からの信頼も厚く、い

わゆる成功している人生でした。自分はそうではありま

せん。しかし、その一方で、一つ気がかりなことがありま

した。それは、実家で一人暮らしをしている母親のこと

でした。「今度帰るよ」「また時間ができたら顔を出すよ」

そう言いながらも、なかなか帰ることができません。 

年に一度、帰れるかどうか。電話も、用事がある時だけ。

母親は、そんな息子に対して、いつも同じことを言って

いました。「無理しなくていいからね」「体に気をつけな

さい」それだけでした。 

ある日、その男性のもとに連絡が入ります。 
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「お母様が入院されました」男性はすぐに病院へ向か

いました。久しぶりに会う母親は、少し小さくなったよう

に見えました。ベッドの上で、母親は微笑みながら言い

ました。「忙しいのに、ごめんね」その言葉に、男性は

胸が痛みました。 

「何言ってるんだよ、もっと早く来ればよかった」そう言

いながらも、どこかで“まだ大丈夫”と思っていました。

しかし、時間はそれほど残されていませんでした。 

ある日、母親は小さな封筒を差し出しました。「これ、あ

とで見てね」それが、母親と交わした最後の会話でした。 

数日後、母親は静かに息を引き取りました。葬儀が終

わり、男性は一人で実家に戻りました。静まり返った部

屋。ふと、あの時渡された封筒のことを思い出します。

ゆっくりと開けてみると、中には一枚の手紙が入ってい

ました。 そこには、こう書かれていました。 

「〇〇へ」「小さい頃、よく手をつないで歩いたね」 

「あなたが初めて歩いた日、今でも覚えています」 

「転んで泣いたとき、どうしたらいいか分からなくて、私

も一緒に泣いたこともありました」 

男性の目から、涙がこぼれます。手紙は続きます。 

「大人になって、立派になって、本当にうれしかった」 

「忙しいのに、帰ってこれなくても、元気でいてくれるだ

けで、それでよかった」 

そして最後に、こう書かれていました。 

「ひとつだけお願いがあります」 

「どうか、自分の人生を大切に生きてください」 

「そして、周りの人を大切にしてください」 

「あなたは、私の自慢の子どもです」 

それが、母親からの最後の言葉でした。 

男性はその場で声をあげて泣いたそうです。 

「一度でいいから、もっと話をすればよかった」 

「一度でいいから、“ありがとう”と言えばよかった」 

しかし、その機会は、もう戻ってきません。 

皆さま、私たちは日々の中で、つい「また今度」と思っ

てしまいます。また会える また話せる また伝えられる  

しかし、その「また」は、必ずしも来るとは限りません。

だからこそ、思うのです。伝えられるときに伝えること、

会えるときに会うこと、今この瞬間を大切にすること、そ

れが、後悔のない人生につながるのではないでしょう

か。ロータリーの活動もまた、人と人とのつながりの中

にあります。今日の例会での出会い、交わす言葉、共

有する時間、それらは決して当たり前ではなく、かけが

えのない時間です。どうか今日、大切な方の顔を思い

浮かべてみてください。そしてもしできるなら、一言でい

いので伝えてみてください。「ありがとう」その一言が、き

っと一生の宝物になると思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

小山 愛（おやま いと）さん 

今回の台湾での交流を通し

て、台湾の人たちがとても日本

の事を好きだという事が伝わっ

てきました。言葉が完全に通じ

なくても、優しく接してくれたり、

積極的に話しかけてくれたりし

て、とても温かいと感じました。今回の体験を通して、

普段できないような良い体験を沢山する事ができまし

た。学校に行って現地の学生と交流したり、ホームステ

イを体験しました。 

ホームステイ先の方とは夜市にも行き、台湾の食文化

に触れる事ができました。そして、その子が伝統的な楽

器を演奏してくれて、台湾ならではの文化に触れる事

ができました。 

さらに十份に行ってランタンを上げたり、九份の街並み

を見学したりと、観光も楽しむ事ができました。 

台湾では、沢山の友達も作る事ができました。 

また、貰ったお土産や写真を見るたびに今回の体験を

思い出します。それだけ印象に残る、本当に貴重な時

間でした。この経験をこれからの生活にも活かしていき

たいです。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

三根 音空（みね おとあ）さん 

 このような機会を用意していた

だいてありがとうございます。  

口頭での説明とはなりますが、私

は、当日の日程と照らし合わせ

て感じたことをお伝え出来れば

幸いです。 

 まず 1 日目は中央駅から博多の方へ移動し、そ 

れから飛行機で台湾に向かいました。 

その際、機内食を食べたのですが、日本とは違う味付

けで私は美味しかったと感じました。 

台湾に着いてからはバスで移動をしましたが、その際

に見た景色は日本よりもレトロでとても素敵でした。ホス

トファミリーの方に迎えに来ていただき、その後夕食を

いただきました。小籠包が有名なお店に行きました。 

初めて食べたのですが、とても美味しかったです。 

 2 日目はジンメイ高校に行きました。高校で感じた

ことは、台湾の生徒さんの方が日本よりも主体性、積極

性があり、自らアクティブに動いているという点です。ま

たその日の夜は夜市に行きました。臭豆腐を食べたの

ですが、それはとても独特な味で、日本とは違う面白み

を感じました。 

 3 日目は観光で九份と十份に行きました。 

ご報告（平和の大使）



願いが叶うようにとランタンを飛ばしたり千と千尋の神

隠しの舞台を見ることができて楽しかったです。 

 全体的には台湾の方はとても日本人に対して好意を

抱いてくれていたということや、文化や食べ物景観の違

いがあるなということを感じました。 

 これらはきっとこのような機会がなければ感じることが

できなかったと思います。 本当にありがとうございまし

た。  以上で終わります。 

 

 

       山下 俊也さん 

2025-2026年度 平和の大使 報告 

   平和の花束2025 全体事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤文字が西ロータリークラブ主体事業 

 

 

 

 

               今年度台湾派遣者 
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台湾スケジュール 

2 月 24 日 8:00 鹿児島中央駅集合 新幹線で福岡へ 

      台湾～16:00 国立台北教育大学 

      ホストファミリーと対面 

     ここから別行動 夜は教育委員会と懇親会 

2 月 25 日  生徒さんたちは各学校で体験授業 

      教育委員会・私は、提携する小・中学校と 

調印式典（生徒は別） 

2 月 26 日  龍潭クラブによる台湾観光 ～ 

2 月 27 日  帰国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆スマイル報告             〈 5 件 〉 

〇平和の大使として台湾に行かれた三根さん、小山さ

ん、大変お疲れ様でした。台湾での経験は人生の中

でも大きな財産になるかと思います。今後も頑張っ

て下さい。…………………………………… 久木田 

〇小山さん、三根さん、本日はお忙しい中例会にてス

ピーチしていただきありがとうございました。イギ

リス、韓国に早く行けるといいですね。…… 梅北 

〇三根さん、小山さん、立派なご報告ありがとうござ

いました。今回の経験を糧に更に羽ばたいて下さい。

また合同例会・観桜会は皆様ありがとういございま

した。假屋委員長、滝本副委員長はじめ親睦委員会

の皆様、ありがとうございました。……… 西ノ原 

〇「平和の大使」の役目ご苦労様でした。戦後 80 年

の節目の年に素晴らしい経験ができましたね。世界

が平和でありますように！…………………… 原田 

〇本日、台湾派遣報告会させていただきました。無事

帰ってこれて良かったです。（私以外の方ですが）

…………………………………………………… 山下 

〇本日の米山 BOX スマイルは 614 円です。 

 本日計 10,000 円 累計(一般) 281,100 円 

（財団） 82,354 円   （米山）105,646 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

週報担当： 志村 

2025.04   平和へのメッセージ作文募集開始 

2025.05.20 第 1 回 平和の花束実行委員会 

      TVCM 制作（6 月～8 月放送） 

2025.07  平和へのメッセージ審査会 

2025.07.23 戦跡バスツアー 

2025.08.08 平和の花束セレモニー 場所：リナシティ 

2025.08.23 録音バスツアー ※MBC ラジオ放送の為 

2025.09.04 MBC ラジオ放送開始  

～2026.07.30 までの放送予定 

2025.11.18 第 2 回 平和の花束実行委員会 

2026.02.24～2026.02.27 平和の大使 台湾派遣事業 

2026.04  平和の花束 2025 記念誌発行（予定） 

ご報告

2026.01.23 


